
サンプリング⽅法の例 
 
サンプリングには様々な⽅法がありますが、対象者の属性が特定の地域や年齢、性別、世

帯主など、偏らないことが重要です。偏りがない形で抽出する⽅法のひとつは、地域や年齢
で第⼀優先順位、第⼆優先順位をつけて対象者を並べ替え、⼀定の間隔で抽出していく⽅法
です。 
 

 
 
 

1. 第⼀順位＝⼩学校区、第⼆順位＝年齢で並べ替えた状態にする。これにより、⼩学校区
ごとに若い順から⾼齢の順にデータが並べ替えられる。  

2. 抽出⽤番号という列を作り、⺟数÷サンプル数の値の⼩数点を切り上げた数字を、繰り
返し循環するように⼊⼒する。  
（例：⾼齢者が 3350 ⼈いる中から 1000 ⼈を抽出する場合、3350÷1000＝3.35 なの
で、1〜4 を繰り返し循環させる）  

3. フィルタ機能を使う等して、抽出⽤番号で「1」がついた⼈だけ、抽出⼈数（上記の例
でいうと 1000 ⼈）になるまで上から順にフラグを⽴てる。 

4. 3 の作業で抽出された⼈数が、最終的に抽出する⼈数に⾜りない分は、抽出⽤番号に「2」
がついた⼈にリストの上から順にフラグを⽴てることで補う。 

 


